
一
ヶ

月

遅
れ
の

総
会

は
夏
日

と
な

り
ま
し
た
。

委
任
状
67

名

、
出
席
者

45

名

、
計
１
１
２

名
で
総
会
は
成
立

し
ま
し
た
。

三
宅

会
長
の
挨
拶
か

ら
始
ま
り
ま

し
た
。

暑
い

日
と
な
り
ま
し
た
。

６
月
と

し
て
は

記
録
的
な
暑
さ
で

40

℃
近
い

所
も
あ

り
ま
す
。

熱
中
症
に
気
を
付

け
て
く
だ

さ
い
。

一
ヶ
月
遅

れ
に
な
り

ま
し
た
が
、

第

35

回

総
会
を
迎

え
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
の

影
響
で
来
賓
招

待
を
控
え

て
き
ま
し
た

が
、
３
年

ぶ
り
に
市
長

さ
ん
、

日
進
市
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会

の
方
に
お
い

で
い
た
だ
き
ま
し

た
。

忙
し
い
中

ご
出
席
い
た
だ

き
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

物
価
値
上

げ
が
止
ま
り
ま
せ

ん
。

そ
れ
に
応

じ
て
年
金
が
上

が
る
な
ら
、

同
じ
生
活
水

準
で
す
が
、

逆
に
こ
の

６
月
の
年
金

は
削
減
さ
れ
ま
し

た
。

減
ら
な
い

年
金
制
度
を
求

め
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

物
価
値
上

が
り
に
対
し
、

政
府
は

有
効
な
て
だ

て
を
取
り
ま
せ
ん
。

一

方
諸
外
国
で
は
国
民
生
活
を
護
る
た

め
、

消
費
税
引
き
下
げ
を
91

ケ
国
が

行
っ
て
い
ま

す
。
値
上
の
原
因

は
、

円
安
の
影
響
で
す

。
外
国
が

金
利
を

上
げ
て
い
る

の
に
日
本
は
ゼ

ロ
金
利

に
固
執
し
て
い
る

か
ら
で
す
。

こ
れ
は
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
、

新
自
由

主
義
の
失
敗

を
認
め
た
く
な

い
か
ら

だ
と
思
い
ま
す
。

参
議
院
選
挙
の

最
中
で
す
。

生
活

を
護
る
た
め
、

平
和
を
護
る

う
え
で

大
切
な
選
挙
で
す

。
年
金
者

の
会
と

し
て
特
定
の
政
党

、
個
人
を

推
薦
し

て
い
ま
せ
ん
が
、

一
人
一
人

が
よ
く

考
え
て
投
票
に
行
き
ま
し
ょ

う
。

考
え
る
材

料
と
し
て
県
本

部
の
書

記
局
ニ
ュ

ー
ス
を
お
渡
し
し
ま
し
た
。

選
挙
を
通
じ

て
自
分
の
意
思

を
表
し

ま
し
ょ
う
。
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カランコエ

お祝いのハイビスカスを手に長寿をかみしめる 写真 水野妙子

貴
方
の
コ
ロ
ナ
禍
対
策
や
感
じ
て
い

る
こ
と
が
あ
れ
ば
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

編
集
委
員
会

第
35
回
総
会
開
か
れ
る

コ
ロ
ナ
禍
の
中

活
動
方
針
・
予
算
な
ど
決
定

お
便
り
下
さ
い

誕生月の花

第３７４号 しばくさ ２０２２年7月15日（金） ( 8 )

行 事 案 内

暑
い
！
暑
い
！

今
年
の
梅
雨
時
期
は
狂
っ
て
い
る
。

遠
い
ど
こ
か
の
国
の
攻
撃
が
こ
こ
ま
で

来
た
の
か
？
冗
談
じ
ゃ
な
い
、
そ
ん
な
こ

と
が
本
当
に
起
き
な
い
た
め
今
、
選
挙
戦

で
平
和
を
持
続
さ
せ
る
た
め
訴
え
て
る
人

の
熱
い
思
い
か
？

ニ
ュ
ー
ス
で
何
人
も
の
人
が
暑
さ
の
為

に
病
院
に
搬
送
さ
れ
死
亡
者
も
出
て
い
る

と
の
こ
と
、
ク
ー
ラ
ー
を
点
け
た
い
が
電

気
代
が
心
配
で
躊
躇
す
る
。

毎
日
の
買
い
物
も
驚
く
ほ
ど
値
上
が
り

こ
の
先
年
金
も
下
げ
ら
れ
て
は
生
き
て
い

け
な
い
の
で
は
。
お
上
は
自
己
責
任
と
連

発
し
公
助
も
望
め
ぬ
。
気
持
ち
が
落
ち
込

む
ば
か
り
。

気
持
ち
を
変
え
て
我
が
家
の
庭
に
イ
タ

チ
が
姿
を
見
せ
ま
し
た
。

今
年
の
一
月
に
愛
犬
を
な
く
し
寂
し
く

て
、
ま
た
犬
を
飼
い
た
い
と
思
っ
て
い
た

と
こ
ろ
、
茶
色
い
イ
タ
チ
が
、
何
と
か
居

つ
い
て
く
れ
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
そ
の
後
一
度
も
来
て
く
れ
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
で
イ
タ
チ
っ
て
飼
え
る
の
か
な
。

小
柴
和
代

▼ 投稿は下記メールアドレスへ ▼ 「日進市年金者の会」への連絡は下記アドレスへ

shibakusa123@gmail.com nissinnenkin@gmail.com

つ
ぶ
や
き

＊7月誕生会・文化サロン

7月23日（土）

岩崎台・香久山福祉会館

誕生会 10:00～10:40

文化サロン 10:40～11:30

「私の歩んできた道」

西村典子さん

＊8月誕生会・文化サロン

8月29日(月)

岩崎台・香久山福祉会館

誕生会 10:00～10:40

文化サロン 10:40～11:30

「遺言書の書き方」

林 翔太弁護士（名古屋南部法律事務所

平針事務所）

＊9月誕生会・文化サロン

9月24日（土）

岩崎台・香久山福祉会館

誕生会 10:00～10:40

文化サロン 10:40～11:30

詳細は未定

＊にっしん平和のつどい

7月26日（火）～8月7日（日）

展示、映画「あの日のオルガン」、歌う！

語る！平和への想いなど

会場：日進市立図書館

（詳細は同封のちらしをごらんください）

＊第30回平和を語るつどい

8月24日（水）13:30～

名古屋市総合福祉会館・大会議室

シンポジウム「今、日本の平和を考える時」

主催：年金者組合愛知県本部

女性部平和部

＊戦争プロパガンダ-ピースあいち夏の企画展

7月12日（火）～9月17日（土）

入館料：300円

会場：ピースあいち 2階・3階

（地下鉄東山線「一社」下車

休館日:日曜日、月曜日

＊愛知母親大会㏌名古屋

日時：9月25日（日）13：30～15：30

場所：名古屋市公会堂４階ホール

（オンラインを併用して開催）

講師：本田由紀（東京大学大学院教授）

講演：戦争への道を許さない

子どもたちに平和な未来を！

日進オンライン会場は生涯学習プラザ（浅田）

参加費：1000円

申し込み：9月10日まで

西村典子 090－9332－8842



引

き
続
き
、

伊
藤
副
会
長
に
よ
る

こ
の

一
年
の
物
故
者

５
人
の
方
へ
の

追
悼
の
黙
祷
が
さ
れ
ま
し
た
。

来

賓
は
県
本
部
丹
羽
典
彦

氏
、
日

進
市

老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
会
長
神
野

健
三

氏
、
日
進

市
長
近
藤
裕
貴
氏
の

三
方

で
そ
れ
ぞ
れ
、

お
祝
い
の
ご
挨

拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

半

田
議
長
、

水
野
書
記
が
任
命
さ

れ
、

議
事
に
入
り
ま
し
た
。

第
一
号
議
案(

活
動
報
告)

岡
村
副

会
長
。

三
十
年
史
、

仲
間
づ
く
り
な

ど
。第

二
号
議
案(

会
計
報
告)

中
上
理

事
。

今
年
は
コ

ロ
ナ
の
影
響
も
あ
り

マ
イ

ナ
ス
に
な
っ

て
い
る
も
の
が
多

い
。

会
計
監
査
、

丸
山
監
事
。

第
三
号
議
案(

活
動
方
針
案)

岡
村

副
会
長
。

サ
ー

ク
ル
活
動
、
委
員
会
、

年
金
裁
判
等
。

第
四
号
議
案(

予
算
案)

中
上
理
事
。

繰
入
金
、

返
還
金
に
つ
い
て
等
。

質
疑
応
答
後
、

採
決
さ
れ
ま
し
た
。

「

肺
炎
球
菌
」

で
頑
張
っ
た
よ
う

に
「

帯
状
疱
疹
」

も
話
題
に
し
た
い

と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
。

今
年
も
節
目
の
年
、
90

歳
・
85

歳
・

80

歳
の
方
を
お
祝
い
し
ま
し
た

。

14

名

の
長
寿
者
を
紹
介
。

記

念
撮

影
を
し
て

、
き
れ
い

な
ハ
イ
ビ

ス
カ

ス
を
贈
り
ま
し
た
。

長
寿

者
を
代
表
し
て
村

田
治

子
さ

ん
が
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

「

今
日
は
り
っ

ぱ
な
お
花
を
頂

き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
会
員
に
な
っ

て
25

年

に
な
り
ま
す
。

絵
手
紙

や
オ

カ
リ
ナ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
」

続

い
て
６

月
の
誕
生

者
11

名

の

う

ち
２

名

の
参

加

が

あ
り
ま
し
た
。

今
月
の
お
花
は

赤
、

黄
、

オ
レ
ン
ジ
の
カ
ラ
ン

コ
エ
で
し

た
。加

賀

山

清
子

さ

ん

今

日

は

誕

生

日

を

祝

っ

て

い

た

だ

き

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す
。

80

歳
に
な
り
ま
し
た
。

グ
ラ
ン

ド
ゴ
ル
フ
と

麻
雀
を
楽
し
ん

で
い
ま

す
。水

野

妙

子
さ

ん

新

年

早
々

カ

テ

ー

テ

ル

手

術

を
し
ま

し
た
が
、

半

年

た

っ

て

元

気
？
で
す
。

３
ヵ
月
後
３
ス
テ
ー

ジ

の
合
唱
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
に
出
演
。

名

古
屋
の
朗
読
グ
ル
ー

プ
の
幹
事
等
。

年
金
者
の
会
で
は
、

コ
ロ
ナ

の
最
中

写
真
サ
ー
ク
ル
を
作
り
、

朗
読
は
17

年
に
な
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
、
ち
ょ
っ

と
得
意
な
こ
と

で
気
楽
に
呼
び

掛
け

て
、
サ
ー

ク
ル
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

期
待
し
て
い
ま
す
。
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一

言

感

想

鈴
木
美
津
野
さ
ん

中
村

覚
さ
ん

橋
本

圭
史
さ
ん

東
谷

礼
子
さ
ん

兵
藤

芳
子
さ
ん

村
瀬

操
さ
ん

柳
井
千
鶴
子
さ
ん

山
下

久
子
さ
ん

若
尾
真
理
子
さ
ん

誕
生
会
に
出
席

で
き
な
か
っ
た
皆
さ
ん

6月誕生会

長
寿
者
へ
花
鉢
を
贈
る

敬
称
略

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

都

築

志

津

子

金

井

亀

三

郎

村

田

治

子

三

木

敦

子

金

井

美

奈

子

村

瀬

操

藤

田

政

生

山
田

幸
子

入
谷

美
代

中
尾

和

代

岡
村

淳

三

曽
雌

敦

山
本

宗

秀

小
柴

和
代

誕
生
花
と
し
て
カ
ラ
ン
コ
エ
を
贈
り

11
名
の
誕
生
者
を
祝
う

冒
頭
で
は
定
期
総
会
を
終
え
て
１

回
目
の
理
事
会
、
三
宅
会
長
の
今
期

の
会
の
運
営
に
つ
い
て
と
、
明
日
は

年
金
者
に
と
っ
て
大
事
な
参
議
院
の

投
票
日
、
投
票
に
行
こ
う
と
廻
り
に

呼
び
か
け
た
い
。

ま
た
前
日
に
発
生
し
た
安
倍
元
総

理
の
銃
撃
は
、
暴
力
で
自
分
の
主
張

す
る
蛮
行
で
絶
対
許
さ
れ
な
い
こ
と

と
発
言
。

総
会
の
振
り
返
り
で
は
、
来
賓
挨

拶
で
時
間
が
か
か
り
議
案
の
提
案
、

質
疑
の
時
間
が
短
か
っ
た
、
次
回
以

降
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
見
直
し
を
す
る

こ
と
に
し
ま
す
。
市
長
が
久
し
ぶ
り

に
挨
拶
に
訪
れ
た
。
「
年
金
者
の
会

は
市
長
に
認
知
さ
れ
て
い
る
」
会
で

あ
り
、
こ
れ
を
機
会
に
私
た
ち
の
要

望
を
も
っ
て
市
長
と
懇
談
を
申
し
入

れ
た
い
と
し
て
、
今
期
実
現
し
た
い

事
項
と
し
ま
し
た
。

中
央
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
ワ
ク
チ
ン

接
種
会
場
と
な
り
、
７
月
以
降
の
誕

生
会
・
文
化
サ
ロ
ン
の
会
場
は
岩
崎

台
・
香
久
山
福
祉
会
館
で
開
催
し
ま

す
。
利
用
す
る
多
目
的
ホ
ー
ル
は
玄

関
、
事
務
所
受
付
前
を
通
り
、
１
階

ホ
ー
ル
の
奥
で
、
初
め
て
の
人
に
は

ち
ょ
っ
と
分
か
り
に
く
く
入
り
口
の

前
で
案
内
し
ま
す
。
マ
ス
ク
し
て
で

す
が
歌
も
歌
え
ま
す
の
で
参
加
し
ま

し
ょ
う
。

西
尾

理

事

会

便

り

長
寿
者
14
名
の
皆
さ
ん
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＊アジアの旅を楽しむ会

にぎわい交流館

15：00～17：00

しばらくの間休止します

連絡先 岡村 080-9282-9768

＊あじさいコーラス

しばらくの間休止します

連絡先 村瀬 052-802-4334

＊頭の体操マージャン

相野山福祉会館

月曜日 13：00～17：00

７月２５日

８月 １日・ ８日・１５日

(初心者・水曜教室)

７月２７日

８月１０日・１７日・２４日

連絡先 小柴（信） 72-2847

＊ウォーキング

しばらくの間休止します

９時３０分 にぎわい交流館前

連絡先 丸山 73-1948

＊映画サークル

中央福祉センター

開場13:00 上映開始13:30

７月１７日（日）

「曽根崎心中」

８月と９月はお休みします

中央福祉センターがコロナ

接種会場のため

連絡先 片岡 09041146232

川島（球）808-7860

＊お抹茶サロン

８月１９日（金）

三好市サンアート「大慈庵」

13：30～15：00

９月１７日（土）

旧市川家（野方）

13：30～15：00

見学可・要予約

連絡先 吉岡 73-1801

＊カラオケ

岩崎台・香久山福祉会館

３グループとも

しばらくの間休止します

毎週水曜 10：00～12：00

13：00～15：00

毎週土曜 17：00～19：00

連絡先 平井 72-1041

＊古代史を知る会

にぎわい交流館

11：00～

８月はお休みします

連絡先 芳賀（洋）805-1530

小柴（信）72-2847

＊写真サークル

７月２５日（月）

にぎわい交流館

「勉強会」 ９：３０分

８月３１日（水）

「撮影会」

場所 犬山リトルワールド

市役所東側 ９：３０集合

連絡先 小柴（和）72-2847

山本（宗）73-2245

＊太極拳

岩崎台・香久山福祉会館

火曜日 13：00～15：00

７月１９日

８月２日・９日・１６日

連絡先 萩野 72-1024

＊読書会

にぎわい交流館

第３木曜 13：30～15：00

７月２１日（木）

「ミス・サンシャイン」

吉田修一 著

８月はお休みします

連絡先 芳賀(宜)

052-805-1530

＊俳句の会

にぎわい交流館

10：00～１3：30

８月 １日（月）

連絡先 勝 72-4744

＊ボールペン画教室

にぎわい交流館

８月はお休みします

９月 ２日（金）・１６日（金）

13：00～16：00

連絡先 曽雌 72-0432

＊モバイルパソコンクラブ

にぎわい交流館

13：00～15：30

７月２４日（日）

８月１２日（金）・１８日（木）

２５日（木）

連絡先 岡村 080-9282-9768

＊やさしい英会話

にぎわい交流館

13：00～14：30

７月２６日（火）

８月 ２日（火）・2３日（火）

連絡先 曽雌 72-0432

＊歴史勉強会

中央福祉センター

第４木曜 13：30～15：00

センター内（視聴覚室）

連絡先 中尾 73-3706

＊朗読の会

中央福祉センター

第１・第３木曜

9：30～11：30

７月 ２１日（木）・２８日（木）

に変更します

８月はお休みします

８月７日「平和のつどい」

で朗読します

図書館視聴覚ホール

11:15より

連絡先 水野（妙）73-3979

＊山歩きの会

７月はお休みします

8月31日（水）

行先は、未定（検討中）

１週間前までに申し込み

して下さい

連絡先 三宅 73-4627

サークル案内



わ

い
わ

い

フ
ェ

ス
テ

ィ

バ

ル

２
０
２
２
に
参
加
し
ま
し
た
。

７

月
２
日
10

時
か
ら

16

時
半
ま
で

日
進
市
民
会
館
に
お
い
て
標
記
の
フ
ェ

ス
テ
ィ

バ
ル
が
開
か
れ
ま

し
た
。

今

年
は
「
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
が
ワ
カ
ル
に

カ
ワ
ル
」

を
テ
ー

マ
に
し
て
、
日
進

市
お

よ
び
近
郊
市
町

の
市
民
活
動
団

体
、

大
学
、

学
校
、
企
業
お
よ
び
行

政
の

約
80

団
体
が

参
加
し
て
各
種
企

画
と
展
示
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

日

進
市
年
金
者
の
会
も
ブ

ー
ス
展

示
に

参
加
し
、

活
動
内
容
を
紹
介
す

る
写

真
や
年
金
制
度

の
不
合
理
を
訴

え
る

ポ
ス
タ
ー

を
張
り
付
け
た
パ
ネ

ル
を
配
置
し
ま
し
た
。

20

周
年
、
30

周
年
記
念
誌
の
展
示
、

全
日

本
年
金
者
組
合

作
成
の
チ
ラ
シ

お
よ

び
入
会
を
勧
誘
す
る
「

お
さ
そ

い
袋
」

の
配
布
も
行
い
、

45

部
も
受

け
取
っ

て
も
ら
い
好
評
で
し
た
。

土
曜
日
で
あ
っ
た
こ
と
で
午
後
に

は
高
校
生

や
中
学
生
の
姿
も

見

え
、

多
く
の
来

場
者
が
あ
り
ま
し

た

が
、

15

時

こ
ろ
に
近
藤
日
進

市
長
も

我
々

の
ブ
ー

ス
に
立
ち
寄
っ

て
く
れ

ま
し

た
。

岡
村
淳

三

平
井
裕
子

毎
朝
起
き
た

ら
喫
茶
店
に
モ
ー

ニ

ン
グ
に
行
き
ま

す
。
行
き

つ
け
の
お

店
が
数
軒
あ
り
ま
す
。

愛
知
県
は
モ

ー
ニ
ン
グ

文
化
の
県

で
、

近
所
に
素
敵
な
お
店

が
い
く
つ

か
あ
り
ま
す
。

開
店
（
午

前
６
時
〜

７
時
）

と
同
時
に
行
き
ま
す
。

温
か

い
珈
琲
を
飲
み
な
が
ら
空
を
見
て
い

る
と
、

暗
か
っ
た
景

色
が
段
々
と
明

る
く
な
り
、

ま
っ
赤
な
太

陽
が
昇
っ

て
き
ま
す
。

そ
ん
な
時

自
然
の
美
し
さ

と
生
き

て
い
る
実
感
が

し
ま
す
。

若
い
お
客

さ
ん
、

そ
れ
も
現
場
仕
事

の
人
達
が

数
人
で
や
っ

て
く
る
の
を
み
る

と
、

若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
感
じ
励
ま
さ
れ

ま
す
。

行
っ

た
先
で
み
つ
け
た
素

敵
な
物

が
あ
る
と
ス
マ
ホ
で
撮
り
、

フ
ェ

イ

ス
ブ
ッ
ク
に

ア
ッ
プ
し
て
皆

さ
ん
に

日
進
年

金
者
俳
句
会
は
、

月

に
一
度
に

ぎ
わ
い
交

流
館

に
６
人
で
集
ま
り
、

句
会
を

ひ
ら
き

ま
す
。
現
在
、
講
師
は
い
ま
せ
ん
が
、

互
い
が
講
師
の
つ
も

り
で
頑
張
っ

て

い
ま
す
。

一
人
５
句
持
ち
寄

り
、
互

選
し
ま

す
。
披
講
者

は
現
在
、
中
上

さ
ん
に

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

感
じ
た
こ
と
を
話
し
会
い
な
が
ら
、

点
の
多
い
句
が
決
ま
っ

て
ゆ
き
ま
す
。

季
語
は
季
節

の
も
の
で
あ
れ

ば
自

由
と
云
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

互
選
・
自
選

で
し
ば
く
さ
に

載
せ

て
い
た
だ
く
句
が

決
ま
り
ま
す
と
、

見

て
も
ら
う
の
も
楽
し

み
で
す
。

約

１

時
間
お
店
に
い
て

新
聞
を
隅
か

ら

隅

ま
で
読
み
、
本
を

読
み
、
書
き

も

の

を
し
て
、
と
１
日

が
ス
タ
ー
ト

し

ま
す
。

ひ
と
り
は
気
ま
ま

で
気
楽
で
良

い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
ば
く
さ
編
集
部
へ
送
り
ま
す
。

俳
句
は
簡
単
に
思

え
て
難
し
く

私

は

月
に
30

句
以
上
は

作
り
ま
す
が
、

点

の
入
る
句
は
な
か

な
か
で
き
ま

せ

ん

。
点
が
入

れ
ば
う
れ
し
く
な
り

ま

す
。日

ご
ろ
、
は
っ

と
し
た
こ
と
や

感

動

し
た
こ
と
な
ど
を

句
に
し
て
楽

し

ん
で
い
ま
す
。

勝
百
世
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投 稿

私
の
お
ひ
と
り
さ
ま
ラ
イ
フ

わ
い
わ
い

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

会
の
活
動
内
容
を
紹
介
し
好
評
で
し
た

サークル紹介

俳
句
の
会

互
い
が
講
師
の
つ
も
り
で

句
を
持
ち
寄
り
楽
し
く
互
選

提
出
し
て
な
い
方
は
、
誕
生
会

の
時
か
、
最
寄
り
の
理
事
に
お

渡
し
く
だ
さ
い
。

理
事
会

生
活
実
態
ア
ン
ケ
ー
ト
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文

芸

コ

ー

ナ

ー

万
緑
の
国
東
の
里
神
ほ
と
け

宜
子

く
に
さ
き

古
民
家
の
た
た
き
の
土
間
に
あ
い
の
風

あ
や
子

曲
り
家
の
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
夏
帽
子

喜
久
子

消
し
忘
れ
怒
る
人
な
く
梅
雨
に
入
る

擢
石

遺
骨
混
じ
る
砂
重
か
ら
ず
や
沖
縄
忌

恵
子

姫
女
苑
ス
ー
パ
ー
の
裏
咲
き
盛
る

百
世

猫
の
小
春
ギ
ン
ヤ
ン
マ
追
い
茫
然
と

空
を
見
あ
ぐ
る
す
ご
く
駆
け
た
ね

島
田
彰
子

朝
摘
み
の
野
菜
に
人
の
込
み
あ
い
て

列
な
す
レ
ジ
に
鮮
度
の
香
る

伊
藤
博
子

俳

句

短

歌

苔

寺

の

庭

石
井

裕

西村典子 金井美奈子

梅
雨
明
け
た

二
週
間

足
ら
ず
の

短
命
で

熱
中
症

元
も
子
も
な
い

節
電
中

円
安
が

追
い
打
ち
掛
け
て
る

物
価
高

川

柳

田
中
平
三

手作り人形

折
り
紙

青地典子

絵

手

紙



御
厩
川
岸
両
国
橋
夕
陽
見

（
お
ん
ま
や
が
し
よ
り

り
ょ
う
こ
く
ば
し
ゆ
ひ
み
）

御
厩
川
岸

と
は
現
在
の
台
東
区
き

蔵
前
2
丁
目
あ
た
り
隅
田
川
岸
で
す
。

こ
の
場
所
は
当
時
、
幕
府
の
御
厨
河
岸

と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

日
没
時
分

で
対
岸
の
景
色

や

遠
く

の
富
士
山
と

両
国
橋
が
逆
光

の

シ
ル

エ
ッ
ト
で
描
か
れ
て
い
ま
す
。

渡
し
舟
と

両
国
橋
の
弧
の

形

が
対

照
と
な
っ

て
い
る
点
も
特
徴
的
で

す
。

日
没
の
夕
日

の
朱
色
が
表
現

出

来
な

い
の
が
残
念
で
す

く

る
り

ん
ば

す
を
考

え
る

会
は

６

月
18

日
、

17

名
参
加
の
下
、

第
２
回

総
会
を
開
き
ま
し
た

。

第
１
部
は
可

児
紀
夫
さ
ん
に

よ
る

「
交
通

権
が
保
障
さ
れ
た
地

域
交
通

政
策
〜

住
民
参
加
と
自
治
の
意
義
」

と
題
し
て
の
講
演
で
し
た
。

「
よ
り
安
全
で
安
心
で
き
る
交
通
」

を
目
指
す
う
え

で
の
現
状
に
お

け
る

問
題
点
を
、

戦
後
の
交
通
政

策
の
歴

史
か
ら
捉
え
な
お
し
、

行
政
、

研
究

者
、
市

民
の
中
に
交
通
を
経

済
発
展

の
手
段
と
し
て
捉
え

、
交
通

は
衣
食

住
と
共
に
人
間

の
社
会
的
な
存

在
を

支
え
る
も
の
で
あ
り

、
基
本

的
な
人

権
で
あ
る
と
し

て
の
視
点
が
欠

け
て

い
た
こ
と
に
あ
る
。

し
か
し
ア
メ
リ
カ
、

欧
州
、

ソ
ウ

ル
市
な
ど
で
は

交
通
を
徹
底
し

た
議

論
の
下
で
の
都
市
計

画
、
住

民
参
加

の
地
方
自
治
、

総
合
的
な
公

共
政
策

の
中
に
位
置
づ

け
て
組
み
立
て

ら
れ

て
い
る
。

国
内
事
例
で
は
岐
阜
市
、
木
曽
町
、

朝

日
町
な
ど
の
例

を
引
き
な
が
ら

結

論
と
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
た
。

交
通
は
基
本
的

な
人
権
で
あ
る

と

い

う
理
念
を
掲
げ
、

住
民
参
加
で

本

質

を
捉
え
た
持
続

可
能
な
地
域
交

通

政

策
を
市
民
、
行
政

、
交
通
関
係

者

な

ど
の
共
同
で
創

り
上
げ
て
い
く

こ

と
が
重
要
で
あ
る
。

第
２
部

で

総
会
を

開

き
、
簡

単

な
前
年

度

の
纏
め

と

次
年
度

の

運
動
方

向

を

確

認

し

、
会
計
報
告
、

役
員
の
再
選
確

認

を

終
え
、
当

面
各
地
域
で
予
定
さ

れ

て

い
る
地
域
ご
と

の
説
明
会
へ
多

く

参
加
し
よ
う
と
確
認
し
ま
し
た
。

岡
本
貞
夫

６
月

19

日
に
名
古

屋
の
南
山
学
園

講
堂
で

上
演
さ
れ
た
朗
読
劇

「
わ
が

行
く
道
は

遥
け
く
て
」
に

縁
あ
っ
て

出
演
す
る

こ
と
に
な
っ
た

。

内
容

は
、
三

河
・
田
原
藩
の
武
士

で
あ
り
、

画
家
で
あ
っ

た
渡
辺
崋
山

の
生

涯
を
描
い
た
上
演

時
間
２
時
間

の
史
劇

で
あ
る
。

２
回
公
演
で
お
客

さ
ん
は
３
０
０
名
余
り
で
し
た
。

出

演
者
は
プ
ロ
の
天

野
鎭
雄
さ
ん

以
外
は
全

員
ア
マ
チ
ュ

ア
で
10

代
、

20

代
の
若
者
17

名
と

60

代
ひ
と
り
と

70

代
の
私
の
20

名
で
あ
る

。

２
ヵ

月
半
の

稽
古
を
通
し
て
一
つ

の
劇
を

創
り
上
げ
る
経
験
は

、
緊
張

感
も
あ

る
が
、

楽
し
く
心
躍
る
も
の

が
あ
っ

た
。

上
演
後

、
聞
い
て
み
た

ら
、
田
原

か
ら
来

ら
れ
た
方
も
い
ま

し
た
し
、

観
に

来
て
い
た
だ
い
た

方
々
の
感
想

文
を
読
ん
で
い
た

ら
、
ま
た
、

チ
ャ

ン
ス
が
あ
っ
た
ら
や
っ
て
み
た
く
な
っ

た
。

伊
藤
勝
人
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シ
リ
ー
ズ

12

ボールペン画で観る「富嶽三十六景」

葛飾北斎 「富嶽三十六景」より 画 曾雌 敦

く
る
り
ん
ば
す
を
考
え
る
会
総
会
を
開
く

住
民
参
加
で
よ
り
安
全
で
安
心
で
き
る
バ
ス
を

若
者
と
一
緒
に

劇
を
創
る

石
井

裕

い

ま

旬

の

野

菜

で

目

を

ひ
く

も
の
の
中
で
、

茄
子
に
は
い
ろ

い
ろ
の
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

初

期
の
日
進
年
金

者
の
会
の
行
事

に
「

男
の
料
理
会
」

と
い
う
の
が
あ

り
ま

し
た
。
無

謀
に
も
男
子
の
み
の

ア
イ

デ
ア
と
協
力
で
、

前
日
の
買
い

出
し
、

当
日
の

朝
か
ら
の

下
ご

し
ら
え
か
ら
調
理

、

テ
ー

ブ
ル
へ
の

盛
り
付
け

を
、

す
べ
て
女

性
の
手
を

借
り
ず

に
完
了
し
、

誕
生

会
に
集

ま
っ
た

方
々
に
食

べ
て
い

た
だ
く
、

と
い
う

企
画
で
す
。

そ
の
時

に
「
茄
子
の
水

晶
煮
」
と

い
う

変
わ
っ
た

煮
物
を
提
案
し
て
何

と
か
作

り
上
げ
、

好
評
を
得
た
と
、

勝
手

に
記
憶
し
て
い
ま
す
。

茄
子
の

皮
を
全
部
ピ
ー

ラ
ー

で
剥
い
て
、
水

で
下
煮
し
、

も
う
一
度
「

だ
し
」
で

含
め

煮
を
し
て
、

さ
ま
し
た
も
の
を

み
そ
と
か

ら
し
、
ね
り
ご

ま
、
梅
肉

な
ど

を
練
り
合
わ
せ
た
固
め

の
「
あ

ん
」

を
掛
け
て

食
べ
る
と
い
う
も
の

で
す
。

ア
ン
ト
シ
ア

ニ
ン
の
豊

富
な

皮
を
捨
て

る
と
い
う
、

栄
養
学

に
背

く
調
理
法

で
す
が
、

た
ま
に
は

悪
く

な
い
か
も
。

茄
子

を
季
語
に
し
た
俳

句
は

多
い

け
れ
ど
、

私
が
特
に

思
い
出
す

の
は

Ａ
Ｌ
Ｓ
（

筋
委
縮
性
側
索

硬
化

症
）

と
い
う

難
病
の
た
め
次
第

に
ど

の
筋

肉

も
動

か
な

く
な

り

つ
つ

も

、

最
後

は
わ

ず
か

な
口

の

動
き

で
作

っ

た
句

を
妻

に

伝
え

て
、

句

集
を

編
ん

だ
折
笠
美
秋
の
句
で
す

。

「

次

の
世

は
茄

子
で

も
よ

な
す
び

し
君
に
逢
わ
ん
」

も
う

病
床

で
感

覚

器
官

を
働
か
せ

ら
れ
な
い
作
者
は
、

想
像

の
中
で
ど

ん
な
イ
メ
ー

ジ
を
い

だ
い

た
の
か
。

「

君
」

と
は
最

愛
の
妻

。

そ

し
て

生
の
茄
子
は
も
ち
ろ
ん
あ
り
で
す

が
、

一
方
、

妻
の
手
料
理
と
し
た
ら

、
焼

茄
子
と
か

、
だ
し
で

薄
味
に
煮

あ
げ

て
冷
や

し
た
も
の
を
思
い

浮
か

べ
る

こ
と
も
で
き
た
で
し
ょ

う
か
。

杉
本
文
子

「

夏
が
来
れ
ば
思
い
だ
す

は
る
か
な

尾
瀬
〜

〜

水
芭
蕉

の
花
が
咲
い
て

い
る
〜
〜

」

こ
の
歌
を
知

っ
た
時
か

ら
あ
こ
が

れ
て
い
た
尾
瀬
ヶ

原
で
す
。

私
が
六
十
代

の
頃
、
友

人
四
人
と

バ
ス
ツ
ア
ー

で
訪
れ
ま
し
た
。

鳩

待
峠

か
ら
ス

タ
ー

ト

し
て
の

尾

瀬
ヶ
原

は
木
道
が
ど
こ
ま
で

も
続
い

て
、
爽
や
か
な
風

が
渡
っ
て
い
た
。

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ

ー
を
過
ぎ
る
と
、

盛
り
だ
く
さ
ん
の
純
白
の
ミ
ズ
バ
シ
ョ

ウ
が
目
に
飛
び
込
ん
で
き
た
。

「

う
わ
ー
、

か
わ
い
〜
い
」

カ
メ
ラ

を

向
け
何
枚
も
撮
り
ま

し
た
。
新

緑

の

中
に
白
と
緑
の
色

合
い
が
と
て

も

美
し
い
景
色
。

木
道
を
腕
を
組
み

荷
物
を
背
負
っ

た
歩
荷
さ
ん
が
通
り
過
ぎ
て
い
っ
た
。

そ
の
高
さ
に
驚
か
さ
れ
た
。

ま
た
、
山

荘
の
近
く
で
お
に
ぎ

り

を

ほ
お
ば
っ
て
い
た

時
、
荷
物
ヘ

リ

コ

プ
タ
ー
が
着
地
し

た
。
安
全
地

帯

に

い
た
け
れ
ど
爆
音

と
風
圧
の
凄

ま

じ
さ
に
は
び
っ

く
り
仰
天
。

尾
瀬
の
雄
大
な
景
色

は
、
い
つ

ま

で
眺
め
て
い
て
も
あ
き
る
こ
と
は
な
い
。

お
天
気
に
恵
ま
れ
、

友
人
に
恵

ま

れ

、
最
高
の

景
色
に
出
会
え
た
夏

の

思
い
出
で
す
。

木
道
に
屈
み
て
撮
り
ぬ
水
芭
蕉

こ
ご

歩
荷
さ
ん
の
荷
物
高
々
雲
の
峰

ぼ
っ
か

荷
物
ヘ
リ
の
音
こ
だ
ま
し
て

山
開
き
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投 稿
趣
味
と
言
え
る
か
ど
う
か
わ
か
り

ま
せ
ん
が
、
色
々
な
事
に
手
を
出
し

て
い
ま
す
。

そ
の
一
つ
が
写
真
サ
ー
ク
ル
で
す

が
、
ピ
ン
ボ
ケ
、
色
が
出
な
い
な

ど
苦
戦
し
て
い
ま
す
。
長
く
や
っ

て
い
る
「
合
唱
」
で
す
が
、
歌
う

の
は
楽
し
い
、
で
も
歳
と
と
も
に

下
手
に
な
る
。
声
が
出
て
く
れ
な

い
。日

本
画
は
こ
の
何
年
も
止
ま
っ

た
ま
ま
で
す
。
先
生
か
ら
素
敵
な

写
真
頂
い
た
の
で
、
久
し
ぶ
り
に
描

い
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
鼓
で
す
が
打
っ
て
い
る
時

つ
づ
み

は
楽
し
い
、
だ
が
覚
え
る
事
が
苦
手

な
の
で
「
手
を
覚
え
て
来
て
く
だ

さ
い
」
「
発
表
し
ま
し
ょ
う
」
と

言
わ
れ
る
と
辛
い
。
楽
し
み
と
苦

し
み
が
、
横
並
び
で
す
。

な
ら
ば
楽
し
み
だ
け
と
思
っ
て

も
、
そ
う
は
い
か
な
い
。
上
手
く

な
り
た
い
と
い
う
欲
が
出
て
、
も
っ

と
苦
し
く
な
り
ま
す
。
70

歳
を
過

ぎ
た
ら
楽
し
い
こ
と
だ
け
で
い
い

か
な
。

三
宅
ま
つ
枝

私の趣味・楽しみ

投 稿

夏
の
野
菜
ー
茄
子

夏
の
思
い
出あ

こ
が
れ
て
い
た
尾
瀬
ヶ
原


